
＜高付加価値型農業の実践を行っている事例＞

○環境にやさしい米づくりと都市農村交流

１．集落協定の概要

市町村･協定名 鹿児島県曽於市財 部 町 中 谷
たからべちよう なかたに

協 定 面 積 田（100％） 畑 草地 採草放牧地
水稲5.5ha

交 付 金 額 個人配分 25％
116万円 共同取組活動 水路・道路の管理 36％

75％ 多目的機能増進等活動 8％（ ）
共同利用機械購入等 2％
その他（役員手当，会議費等） ％29

協定参加者 農業者 21人、古田水利組合（構成員32人 、下新田水利組合（構成員53人））

２．取組に至る経緯

当地域は、曽於市の北部に位置し、宮崎県都城市に隣接する美しい緑と水に恵まれた

中山間地で、水稲を主体とした農業が営まれているが、高齢化に伴う人口減や耕作放棄

地の増大など、今後の継続的な農業生産活動や集落活動の低下が懸念されていた。

このため、話し合い活動を進め 「地区民のふれ合い 「環境整備 「営農改善」を、 」、 」、

中谷集落の３本柱とし、集落一体となった活動を実施することとなった。

３．取組の内容

当集落では、認定農業者等の担い手農家の育成のため、水稲栽培の機械・農作業の共

同化や担い手への農作業委託を推進するとともに、環境にやさしい米づくりを推進する

ため、協定内のエコファーマーと一体となって、無化学肥料栽培による高付加価値型農

業に取り組んでいる。

、 、 、 、また 多面的機能増進活動として レンゲ 彼岸花等の栽培や林道の管理はもとより

「夏祭り」に伴う会場周辺の環境整備等を行い農村景観向上に努めている。

さらに、小学校やむらづくり委員会と連携し「岩穴まつり 「豊作祭り」を実施し、」、

県内外から都市住民を受け入れるなど、地域内外との交流が盛んに図られている｡
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［集落の将来像]
水稲栽培の機械・農作業の共同化や担い手への農作業委託を推進するとともに、農地保全等に向けた

取組を実施するなど集落一体となった農業生産活動の体制整備を目指す。
また、環境にやさしい米づくりを行うため、協定内のエコファーマーの認定農家を中心した高付加価

値型農業に取り組む。

［将来像を実現するための活動目標]
集落協定に基づき実施されている共同活動を、計画的かつ効果的に実施するため、毎年の活動を評

価し、集落のみんながお互い協力しながら目標を達成する体制を確立する。

活 動 内 容］［
農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理(田5.5ha) 景観作物作付 機械・農作業の共同化(2.8ha)
(レンゲ2ha、他に畦畔に (個人の機械を借り上げ水田の
彼岸花植栽) 耕起・代掻き・田植え、目標

2.7ha)
個別対応

共同取組活動
共同取組活動

水路・農道の管理
・水路 1.3km、年 3 回 高付加価値型農業実践
・農道 0.8km、年 3 回 （エコファーマーの栽培基準に

中谷地区むらづくり委員 基づく栽培(1.3ha)）
会

共同取組活動
共同取組活動

認定農業者の育成 担い手への農作業委託(3.7ha)
農地の法面の定期的な点検 (3人→5人) (航空防除、目標3.7ha)

共同取組活動 共同取組活動 共同取組活動

集落外との連携
中谷小学校 中谷校区公民館 中谷の水辺を守る会(農地 水 環境保全向上対策制度)、 、 ・ ・

４．取組による変化と今後の課題等

この制度に取り組んだことにより、農業生産活動や集落活動が、これまで以上に活発

、 、「 （ ） 」 、化し 平成19年度には 県共生・協働の農村づくり運動推進協議会長 知事 賞 を

「 」 。20年度には 豊かなむらづくり全国表彰事業農林水産大臣賞 を受賞したところである

今後とも、担い手農家の育成を推進するとともに、集落が互いに協力し、農村の景観

維持や都市住民との交流を進めていく予定である。

［平成21年度までの主な成果］
○エコファーマーの栽培基準に基づく栽培(当初1.0ha、目標1.3ha、実績1.3ha)
○認定農業者の育成(当初 ３人、目標５人、実績５人)
○都市住人との交流による地域の活性化(イカダ下り、ニジマス釣り大会、鬼火たき、豊作まつり)
○景観作物の作付(レンゲ２ha、彼岸花等)




